
しょうわ
村のいとなみを伝えるマガジン

  12  2025
No.679

広報

今月の表紙今月の表紙    2025.11.82025.11.8

大イチョウの下で

　11 月 8日、喰丸小で『昭和村ガクチカ project』の「歴史」が開催されました。
　昭和時代に多く使用されていた車の展示や、発動機、またミニ SL の特別運行も行われ、
黄色く色づいた大イチョウの景色とともに、多くの来場者が「昭和」を体感し、楽しんでい
ました。今年は県内で熊の被害が相次ぎ、イチョウのライトアップは中止となりましたが、
鮮やかなその黄色は今年も変わらず、私たちを楽しませてくれました。
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村のデキゴト
Topics

昭
和
小
中
学
校
文
化
祭
開
催

　

11
月
１
日
、
昭
和
村
公
民

館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
昭

和
小
中
学
校
文
化
祭
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

   

今
年
度
の
文
化
祭
テ
ー
マ

「
華
楽
風
瑠
（
か
ら
ふ
る
）」

の
も
と
、
一
人
一
人
が
主
役

と
な
り
、
小
学
校
は
各
学
年

で
学
習
し
た
内
容
や
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
調
べ
た

「
村
の
産
業
や
歴
史
」
を
劇

に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

  

中
学
校
は
、
福
島
県
下
小

中
学
校
音
楽
祭
で
、
両
沼
地

区
代
表
と
し
て
県
大
会
に
出

場
し
た
合
唱
を
合
同
で
出
場

し
た
金
山
中
学
生
と
一
緒
に

披
露
し
た
り
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
行
っ
た
郷
土
学

習
に
つ
い
て
発
表
を
し
ま
し

た
。 

　

午
前
中
の
第
１
部
の
閉
会

式
の
際
に
は
、
昭
和
村
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
作
詞
作

曲
さ
れ
た
「
い
つ
ま
で
も
あ

な
た
ら
し
く
」
を
小
中
学
生

合
同
で
歌
い
ま
し
た
。 

　

午
後
に
は
中
学
校
の
自
主

発
表
が
行
わ
れ
、
日
本
舞
踊

や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な

ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
で
、

来
場
し
た
保
護
者
や
村
の

方
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

①昭和中太鼓
②昭和小中生全体合唱
③小学1・2年生発表
④小学3・4年生発表

①

⑨

⑤

②③

④⑥

⑦⑧

⑩⑪⑫

⑮ ⑭ ⑬⑯

⑤小学5・6年生発表
⑥中学1年生発表
⑦中学2年生発表
⑧中学3年生発表

⑨合唱with金山中学校
⑩中学生自主発表（演奏）
⑪　〃　　(ピアノ演奏)
⑫　〃　　　　（漫才）

⑬中学生自主発表（ダンス）
⑭　〃　　（日本舞踊）
⑮　〃　　　（ダンス）
⑯全校ダンス
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村のデキゴト
Topics

　

11
月
3
日
、
昭
和
村
公
民

館
に
お
い
て
、
第
63
回
昭
和

村
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ホ
ー
ル
で
は
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
、「
3
び

き
の
こ
ぶ
た
」
の
お
遊
戯
発

表
や
、
語
り
部
、
音
楽
演
奏
、

コ
ー
ラ
ス
、
日
舞
な
ど
村
内

外
の
団
体
に
よ
る
多
彩
な
芸

能
発
表
が
あ
り
、
当
日
は
悪

天
候
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
吹
き
飛
ば
す
よ

う
な
、
晴
れ
や
か
な
ス
テ
ー

ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
館
内
で
は
、
書
や

絵
画
、
写
真
等
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た

第
63
回
昭
和
村
民
文
化
祭
開
催

①②③

④⑤⑥

⑦⑧

⑨⑩

①津軽三味線・山十(演奏)
②わらべの会(コーラス)
③羽根の会(日舞　工遊理)
④NOVA(演奏)
⑤和氣由貴美(ピアノ演奏)
⑥水野江梨(仕舞)
⑦小林雑貨店(演奏)
⑧昭和語り部の会(昔がたり)
⑨ほうき星(演奏)
⑩保育所お遊戯発表
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村のデキゴト
Topics

自
治
功
労
表
彰
式

　

11
月
3
日
、
令
和
7
年
度

昭
和
村
自
治
功
労
者
表
彰
式

が
公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

村
政
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
や
公
益
の
た
め
に
寄
附

さ
れ
た
団
体
等
が
表
彰
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
本

名
秀
男
さ
ん
（
下
中
津
川
）

が
「
地
域
の
人
の
助
け
、
つ

な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
き
た
こ
と
で
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
様
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

功
労
表
彰

五
十
嵐　

雄
二
昭
和
村
消
防
団
20
年
在
職

善
行
表
彰

本

名

秀

男
傷
病
者
の
早
期
発
見
と
通
報
に

よ
り
人
命
救
助
に
寄
与

善
行
表
彰

滝

谷

建

設

工
業
株
式
会
社
村
に
「
３
０
０
万
円
」
を
寄
附

か
ら
む
し
品
評
会

表
彰
式

　

11
月
3
日
、
自
治
功
労
表

彰
式
に
続
き
、
公
民
館
ホ
ー

ル
で
「
第
23
回
か
ら
む
し
品

評
会
」
が
行
わ
れ
、
次
の
各

賞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

両
沼
地
方
植
樹
祭

　

10
月
28
日
、
令
和
７
年

度
両
沼
地
方
植
樹
祭
が

道
の
駅
か
ら
む
し
織
の

里
し
ょ
う
わ
で
開
催
さ
れ
、

県
や
両
沼
地
方
町
村
長
、

林
業
関
係
団
体
と
、
昭
和

小
学
校
児
童
が
参
加
し
、

「
し
ら
か
ば
の
苗
木
」
を
植

栽
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
、「
元
気
に
育
っ
て
ね
ー
」

と
、
丁
寧
に
土
を
掛
け
て

い
ま
し
た
。

　

昭

和

村

長

賞

山
　

内
　

え

り

子

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば

昭

和

支

店

長

賞

束

原

修

一

渡

辺

悦

子

（
株
）
奥
会
津
昭
和
村

振
興
公
社
社
長
賞

五

十

嵐

末

子

昭
和
村
教
育
委
員
会

教

育

長

賞

五

十

嵐

善

信

山

内

え

り

子

昭
和
村
か
ら
む
し
生
産

技
術
保
存
協
会
長
賞

門

元

有

寿

奨

励

賞

羽

染

兵

吉

川

島

ゆ

う

紀

彦

沢

正

孝

彦

沢

よ

し

子

栗

城

萬

吉

吉

村

菜

々

子

五　　　
十　　　
嵐　　　　　　
　
　
　

良　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水

野

江

梨

新

入

選

羽

染

桂

子
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村のデキゴト
Topics

農
産
物
品
評
会
「
み
の
り
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

　

11
月
３
日
、
農
産
物
品
評

会
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
40
品
の
出
品
を

い
た
だ
き
、
次
の
方
々
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
7
年
度　

農
産
物
品
評
会
受
賞
者
一
覧

昭
和
村
長
賞

長

芋

佐
々
木　

ユ
リ
子
（
松
山
）

昭
和
村
農
業

委
員
会
長
賞

里

芋

菅　

家　

タ
カ
子
（
下
中
津
川
）

指
導
農
業
士
賞

長

ネ

ギ

佐
々
木　

長　

子
（
松
山
）

昭
和
村
認
定
農
業
者

連
絡
協
議
会
長
賞

白

菜

本　

名　

ハ
ル
ノ
（
下
中
津
川
）

金
山
地
区
農
業
改
良

普
及
協
力
会
長
賞

ブ

ロ

ッ

コ

リ

ー

佐
々
木　

サ
ト
コ
（
松
山
）

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば

昭
和
支
店
長
賞

キ
ャ
ベ
ツ

佐
々
木　

ユ
キ
子
（
松
山
）

優

秀

賞

白

菜

舟　

木　

勝　

志
（
下
中
津
川
）

優

秀

賞

人

参

舟　

木　

ア
キ
子
（
下
中
津
川
）

優

秀

賞

さ
つ
ま
い
も

五
十
嵐　

し
お
り
（
大
芦
）

技

術

賞

じ
ゃ
が
い
も

菅　

家　
　
　

昇
（
小
中
津
川
）

技

術

賞

大

根

酒　

井　

盛　

男
（
下
中
津
川
）

技

術

賞

じ
ゅ
う
ね
ん

本　

名　

智　

恵
（
両
原
）

新

人

賞

さ
つ
ま
い
も

渡　

辺　

文　

弘
（
喰
丸
）

新

人

賞

さ
つ
ま
い
も

髙　

野　

凌　

輔
（
松
山
）

新

人

賞

大

根

五
十
嵐　

尚　

子
（
下
中
津
川
）

雑
穀
部
門
賞

ソ

バ

舟　

木　

長　

一
（
下
中
津
川
）

　

11
月
7
日
か
ら
9
日
、
小

野
川
地
区
に
専
修
大
学
生

6
名
が
来
村
し
ま
し
た
。

　

冬
囲
い
設
置
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
住
民
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
地
区

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
主
催
の
か
や

刈
り
及
び
収
穫
祭
に
参
加
し
、

か
や
刈
り
で
ひ
と
汗
か
い
た

後
は
参
加
者
皆
で
小
野
川
産

の
お
米
や
蕎
麦
、
キ
ノ
コ
汁

を
楽
し
み
ま
し
た
。

専
修
大
学
の
学
生
達
が

小
野
川
暮
ら
し
を
体
験

花
育
事
業

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

10
月
30
日
に
昭
和
中
学
校

全
生
徒
を
対
象
に
、
昭
和
か

す
み
草
や
多
様
な
草
花
を
使

用
し
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。　
　
　

　

山
形
県
で
花
屋
を
営
む
畠

山
秀
樹
さ
ん
を
講
師
に
、
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
コ
ツ
な
ど

に
つ
い
て
ご
教
授
頂
き
ま
し

た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
試
行

錯
誤
し
つ
つ
時
間
い
っ
ぱ
い

ま
で
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
村

の
文
化
祭
に
て
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
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村のデキゴト
Topics

　

11
月
16
日
に
、
第
37
回
市

町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本

村
か
ら
は
本
名
萩
（
し
ゅ
う
）

さ
ん
（
山
梨
学
院
大
学
4
年
）

が
「
希
望
ふ
く
し
ま
」
チ
ー

ム
（
三
島
、
金
山
、
檜
枝
岐
、

湯
川
、
昭
和
、
川
内
、
葛
尾

の
7
町
村
）
と
し
て
、
第
2

区
8
・
２
k
m
を
走
り
、
見

事
村
の
部
区
間
賞
を
取
る
走

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

各
区
間
の
選
手
も
素
晴
ら
し

い
走
り
を
披
露
し
、
チ
ー
ム

は
昨
年
の
総
合
34
位
を
大
き

く
上
回
り
総
合
29
位
と
な
り

ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
応
援
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
大
健
闘
！

ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会

自
由
参
観
ウ
ィ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た

　

今
年
度
第
２
回
の
「
自
由

参
観
ウ
ィ
ー
ク
」
が
、
小
学

校
11
月
12
日
〜
14
日
、
中
学

校
11
月
11
日
〜
13
日
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
小
・
中
学
校

の
授
業
の
様
子
を
、
地
域
の

方
々
に
観
て
頂
き
学
校
教
育

活
動
へ
の
理
解
や
学
校
と
地

域
の
連
携
を
推
進
す
る
目
的

で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ウ
ィ
ー
ク
に
併
せ
て
、
小

学
校
で
は
「
人
権
教
室
」
や

「
租
税
教
室
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
租
税
教
室
」
で
は
、
村

役
場
職
員
を
講
師
に
、
5
・

6
年
生
が
、
映
像
資
料
や

一
億
円
の
模
型
を
用
い
て
、

税
金
の
働
き
や
そ
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
学
び
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
も
、
１
年
生
の

調
理
実
習
を
は
じ
め
、
生
徒

た
ち
が
伸
び
伸
び
と
学
習
に

取
り
組
む
様
子
を
、
多
く
地

域
の
方
々
が
来
校
し
、
見
守

り
ま
し
た
。

　

　

ま
た
中
学
校
で
予
定
さ
れ

て
い
た
「
ア
ス
リ
ー
ト
講
演

会
・
走
り
方
教
室
」
は
延
期

と
な
り
ま
し
た
。

　

延
期
の
日
時
に
つ
い
て
は

コ
バ
シ
リ
等
で
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

人
権
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
12
日
、
昭
和
小
学
校

で
、
3
・
4
年
生
を
対
象
と

し
た
「
人
権
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
五
十
嵐

し
お
り
さ
ん
と
鈴
木
克
彦
さ

ん
が
講
師
を
務
め
、
児
童
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
ハ
ー
ト

の
折
り
紙
を
折
る
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
友
達
同
士
で

教
え
合
い
な
が
ら
、
協
力
し

て
一
つ
ひ
と
つ
心
を
込
め
て

折
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

　

完
成
し
た
ハ
ー
ト
は
大
き

な
紙
に
貼
り
合
わ
せ
、
担
任

の
先
生
へ
の
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。

　

活
動
後
に
は
、「
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
作
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
」「
あ
り
が
と
う

の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
感
想
も
聞

こ
え
、
思
い
や
り
や
感
謝
の

心
を
育
む
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
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occurrence
村のデキゴト

公民館日誌

○生涯学習講座「麹の教室」　10月19日

　すみれ荘で生涯学習講座「麹の教室」を開催しました。
講師に麹マイスター猪俣光恵さん（米澤屋麹店）をお迎え
して、『発酵・麹パワーでイキイキ元気に！』をテーマに麹
の基礎知識から活用法まで教えていただき、いいことずく
めの麹の魅力を触れました。
　始めに座学で麹に含まれる酵素や健康・美容への効果に
ついて学びました。麹が作り出すさまざまな酵素の働きと
腸内環境を整える効果や料理への活かし方など、とても興
味深いお話で、次々と質問が飛び交い関心の深さが伺えま
した。
　座学の後は、塩麹作りを行い、個々が持つ常在菌で風味
や味が変わりオリジナルの塩麹ができることに驚きました。　
　また、麹づくしランチプレートの調理も行い、麹調味料
と甘酒だけのシンプルな味付けで素材本来の旨みが引き立
つ美味しさに感動しながら味わいました。

↑メニューはこちらの QR コードからご覧いただ

けます

○少年教室「ハロウィーンへようこそ！」　10月25日　

　公民館で少年教室「ハロウィンパーティーへようこそ！」
を開催し、子ども達の工夫を凝らしたコスチュームでハロ
ウィンの雰囲気を盛り上げました。
　アレクサンドラ先生（昭和小中学校外国語指導助手）と
一緒に、英語にチャレンジしながら、Candy catch lace（キャ
ンディキャッチレース）、Monster bowling（モンスターボ
ウリング）、Monster hunt（モンスター探し）の３つのゲー
ムを楽しみました。
　また、定番フレーズ「Trick or Treat」（お菓子をくれないとイタズラしちゃうぞ）で、家々
を回ってお菓子をもらうハロウィンの風習も体験しました。 

○少年教室・放課後児童クラブ合同「お出かけ学習」　11月4日

　小学校の振替休業日に合わせ、少年教室と放課後児童クラ
ブ合同で福島市の 2 つの施設で「おでかけ学習」を行いました。
　日本銀行福島支店では、クイズ形式で日本銀行の役割やお
札のことについて楽しく学習できました。また、1 億円（模擬券）
を実際に持つ重量体験と触って透かして傾けて道具での 4 つ
の方法でお札の偽造防止の技術を観察する体験も行い、新し
い発見の数々に驚きました。
　福島警察本部では、通信司令室と交通管制センターを見学
し、110 番通報から各所へ指令を出す仕組みや道路情報を調整し管理する役割を知るこ
とができました。また、指紋採取体験では専門的な道具を使い指紋を浮かび上がらせ鑑
識気分を味わい、パトカーの乗車体験もできました。
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すみれ荘日誌
○「下中津川いってみっ会」　10月22日
　駐在所の清野さんによる防犯についての講話と芋煮会を行
いました。
　清野さんからは国際電話での詐欺被害が増えていることや
今年はクマによる人的被害が多いことなど防犯に関して気を
付けるべきことをお話しいただきました。講話を聞いた後は
旬の食材で芋煮を作り、談笑しながらおいしくいただきまし
た。

○「大芦げんきクラブ」　10月30日
　宮下病院の看護師さんによる講話を聞きました。
救急車をどんなときに呼ぶか、呼ぶときに何を伝えるか等、
とっさの行動ができるようになるお話しや、「『もしばな』の
ススメ」というテーマで、最期を自分らしく生きるためのお
話しをしていただきました。音楽に乗りながら身体も動かし、
リフレッシュもできました。

○千歳学級「健康教室」　11月13日
　公民館で千歳学級「健康教室」として、会津医療センターの
出前講座を開催しました。講師にリハビリテーション部の理学
療法士 遠藤達矢さんをお迎えして『高齢者の姿勢と腰痛～腰が
曲がって困っていませんか～』をテーマとしてお話いただきま
した。
　腰曲がり（成人脊柱変形）が身体と生活にもたらすさまざま
な悪影響、腰曲がりの一因の骨粗鬆症、骨を丈夫に保つ食事、
正しい姿勢を保つメリットなど、たくさんのためになる知識を
知ることができました。また、転倒による骨折のリスクを軽減するために、ロコモ（運動器症
候群）の予防・改善運動も体験しました。
　骨を丈夫に元気に過ごすためには、日々の生活の中でバランスの良い食事と適度な運動を心
掛け正しい姿勢を意識することが大切だと実感しました。（共催：保健福祉課保健係）

　○生涯学習講座「歴史・古文書講座」　11月8日
　昭和村公民館で、令和７年度歴史・古文書講座第４
回を開催しました。
　講師に奥会津博物館の渡部康人さんをお迎えして、令
和５年度に村へ寄贈された古文書「公私摘要」を用いて、
当時の奥会津地方の様子などについて解説いただきまし
た。
　第４回では、TOPPAN（株）が提供しているアプリ「古
文書カメラ」を用いて、実際に古文書の解読体験を行っ
た後、記されている内容について解説いただきました。

　1 回～ 4 回の講座の資料や

様子はこちらの QR コードか

らご覧いただけます→
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すみれ荘日誌
○「喰丸あつまーれ」 11月4日
　野外研修で会津坂下町にある中村ザル菊園にいきました。
中村ザル菊園は地区の一人の声からザル菊の栽培が始まり、
今では地区全体がザル菊で彩られるようになった人気のス
ポットです。実際にお話しを聞き、地区を愛する気持ちや地
域の活性化について知ることができました。
　また、会津若松市では、歴史に触れながらウォーキングも
行い、充実した 1 日となりました。

昭和村電子図書館新刊情報

　このたび、昭和村電子図書館は、株式会社メディアドゥ（電子図書館システム提供会社）が企
画・実施した「Library Move Forward 2025」において、開館２年以内部門で第１位を獲得いたし
ました！
　本企画は、株式会社メディアドゥのシステムを導入している全国の電子図書館を対象とし、令和７
年８月～１０月の期間における人口規模に応じた利用状況を基にランキング化したものです。
　昭和村電子図書館は、その高い利用率が評価され、見事、開館２年以内の電子図書館の中で、
全国で最も利用されている図書館として認められました。
　この素晴らしい結果は、開館以来、村民の皆様が積極的に電子図書館をご利用くださったこと
の賜物であり、心より感謝申し上げます。
【主な貸出作品】

　ご利用にあたり、不明な点などございましたら、昭和村公民館（0241-57-2114）まで
お気軽にお問い合わせください。

作品：秀吉を天下人にした男　羽柴秀長　　　
　　  大大名との外交と領国統治
著者：黒田基樹
出版：講談社

作品：クロワッサン特別編集 料理家たちの絶品レシピ。
著者：マガジンハウス
出版：マガジンハウス

作品：ジオラマとねこ
著者：ジオラマ食堂
出版：イースト・プレス

　利用方法は
←こちらから

読みたい本の
リクエストは
←こちらから

その他、導入した図書は
←こちらから

令和７年１１月に新たに５３冊の図書
を導入しました。 いつでも、どこで
も、好きな時間に好きな本をぜひご
利用ください。
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　役場庁舎や教育関連施設の整備を進めていくにあたり、10月7日（火）に昭和村公民館で第1回昭
和村拠点施設整備検討委員会を開催し、初会議に31名の委員が出席しました。

第 1回　昭和村拠点施設整備検討委員会が開催されました

・委員長、副委員長の選出
　委員長は「羽染　豪さん」、副委員長は「林　玄三郎さん」に決定いたしました。

・現状と課題・経過について
　各施設の現状と課題・経過について委員に説明しました。

・スケジュールと骨子案について
   整備完了までの全体スケジュール（案）と施設整備エリアの骨子案について委員に説明しました。

○おもな会議の内容

○おもな質疑応答

意見 ：役場庁舎に関しては古すぎて待ったなしの状況である。スピード感をもって取りかかって
　　　 ほしい。
回答 ：資料のスケジュールは仮のスケジュールであり、委員会の進捗によっては早まる可能性は
            ある。

意見 ：小中一貫の校舎開校が令和１８年のスケジュールとなっており、もっと早くならないか残念に思 う。

回答 ：教育関連は複合施設を想定したことから、基本構想、基本計画の策定は長期的に見込まれる                               
           と想定しており、今後の話し合いによっては短縮される可能性はある。その後の基本設計、実施  
　　　設計はそれぞれ1年を要すると想定し、その他法令的な手続き等でも時間を要すると想定して　
　　　いる。また、工期についても、校舎と体育館を建てるとなれば、最長3年は必要と想定している。

意見 ：小中一貫の新校舎ができるまでは、一貫教育は叶わないということか？

回答 ：現に小学校で中学校教員が乗入れ授業を実施している。一貫校の新校舎が建設される
　　　前にも一貫教育はできるところから進めていきたい。

意見 ：役場と校舎を1つの同じ建物にするか、同じ敷地内に集約した方がいいのではないか。　
　　　学校が見える化することで、子どもたちと地域の人とコミュニティーが増え、親も安心する
　　　のではないか。

回答 ：今後の検討により決定していきたい。

引き続き施設整備エリアの骨子案について、役場庁舎部会と教育施設部会に分かれて、より詳細
な検討を進め、本年度は整備地の選定と施設のコンセプトなどを検討する予定です。

会議の詳細は村ホームページ
より閲覧できます。 　
QR コード読込⇒

【問い合わせ】昭和村役場　
総務課　総務係　　℡ 0241-57-2111
教育委員会事務局　℡ 0241-57-2164

昭和村拠点施設整備に関するお知らせ No.２
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税務署からのお知らせ
　国税局では、年末調整や事業者のデジタル化に関する様々な情報を発信しております。

【問い合わせ】
会津若松税務署法人課税第一部門
℡ 0242-27-4311
音声案内で２番を選択して下さい。

【年末調整特設ページ】
令和７年の年末調整にお
ける変更点等を解説。→

【年末調整手続きの電子化】
電子化について解説。年調
ソフトも無償提供。→

【源泉所得税の
　キャッシュレス納付】
納付税額 0 円の納付書も
e-Tax 提出で事務効率を
向上。→

【マイナンバーカード
　　　　　の有効期限】
有効期限を過ぎると、健
康保険証等としても使用
不可に。→

【源泉徴収票等のオンライン提出】
オンライン提出で、確定申告書に
マイナ連携（自動入力）。→

2 月開講の職業訓練及び見学会のご案内
■訓練生募集

①募集コース

　・テクニカルオペレーション科

　　【機械 CAD・生産サポートコース　ビジネススキル講習付】

　・電気設備技術科

　　【電気設備技術コース　ビジネススキル講習付】

①募集定員　　6 名（2 コースあわせての定員です）

②訓練期間　　2026 年 2 月 4 日（水）から 2026 年 8 月 28 日（金）まで（7 か月間）

③対象者　　　公共職業安定所に求職登録されている方で、職業訓練の受講が望ましいと

　　　　　　　判断された方

④受講料　　　無料

⑤募集期間　　2025 年 12 月 8 日（月）～ 2026 年 1 月 9 日（金）まで

⑥選考日　　　2026 年 1 月 14 日（水）
●訓練のお申込み
　最寄りのハローワーク窓口でお申込みください。
　窓口で相談のうえ、「受講申込書」（写真｟縦 40㎜×横 30㎜｠1 枚貼付）をご希望のコー
スの募集期間内にハローワークへ提出してください。

【訓練生募集及び施設見学会に関するお問い合わせ先】
             ℡ 0242-26-0520　FAX 0242-26 1585
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( 原文 )

It’s December! I can’t wait to see the streets 
covered in that magical, shimmering snow that 
reminds me of cozy winter days̶sitting by the 
fireplace with my family, sipping hot cocoa, 
and sharing stories.
Christmas is just around the corner, and I can’t 
help but think back to my very first Christmas 
in Japan.In the 
West, Japan is famously known for its KFC 
Christmas meal̶a completely new tradition 
for many of us foreigners. Naturally, I wanted 
to experience it too! So, my friends and I 
ordered a Christmas meal, and on December 
25th we picked it up and went home to enjoy 
it together. 
Our apartment was beautifully decorated with 
Christmas colors and ornaments. We played 
festive games, watched classic Christmas 
movies, and eventually fell asleep surrounded 
by laughter and warmth. That was the first 
Christmas I had ever spent away from my 
family, and yet, I didn’t feel as lonely or empty 
as I thought I would. 
I realized that I had found a new kind of family 
here in Japan̶people from different countries 
and cultures, but who shared the same sense 
of togetherness. Somehow, we had created a 
home away from home. 
Christmas, in the West and everywhere, has 
a wonderful way of bringing people together 
and filling hearts with love and warmth.
I wish you all a joyful December and a very 
Merry Christmas!

（日本語訳）
　
12 月になりました！街が魔法のようにきら
めく雪に覆われるのが待ち遠しいです。雪を
見ると、家族と一緒に暖炉のそばに座って
ホットココアを飲みながら、おしゃべりをし
て過ごした穏やかな冬の日々を思い出します。
クリスマスはもうすぐそこまで来ていますが、
私はどうしても日本で過ごした初めてのクリ
スマスのことを思い出してしまいます。

西洋では、日本といえば KFC（ケンタッキー
フライドチキン）のクリスマスディナーが有
名ですが、私たち外国人にとっては全く新し
い習慣です。もちろん、私もぜひ体験してみ
たかったんです！そこで、私と友人たちはク
リスマスセットを注文し、12 月 25 日に受け
取り、家に持ち帰って一緒に楽しみました。

私たちのアパートは、クリスマスカラーと装
飾品できれいに飾りつけしてありました。私
たちは楽しいゲームをしたり、クリスマスの
名作映画を観たりして、そのうち笑い声と温
かさに包まれながら眠りにつきました。それ
は私が初めて家族と離れて過ごしたクリスマ
スでしたが、思っていたほど寂しさや虚しさ
を感じることはありませんでした。
私は日本で、新しい家族を見つけたことに気
づきました。出身国や文化は違っても、同じ
ように強い絆で結ばれた人々です。私たちは、
まるで第二の故郷のような場所を作り上げて
いたのです。　

クリスマスは、西洋だけでなく世界中のあら
ゆる場所で、人々を結びつけ、心に愛と温か
さを満たしてくれる素晴らしい力を持ってい
ます。皆さんにとって、喜びにあふれた 12 月、
そして素敵なクリスマスになりますように！

アレクサンドラ先生が記事の内容を英語
で話しています。下記の QR コードから
ご覧ください。

Alexandra Short Story

#24
Christmas
（クリスマス）

外国語指導助手　アレクサンドラ先生
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11
月
17
日
午
後
、
来
年
の

た
め
、
試
作
１
１
７
品
目
と

他
の
な
か
か
ら
４
品
目
を
ほ

り
あ
げ
て
、
別
の
場
所
に
植

え
た
。
植
え
た
場
所
は
、
今

年
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
栽
培
し
た

圃
場
。
収
穫
後
、
株
を
引
き

抜
き
圃
場
外
に
搬
出
し
、
ビ

ニ
ル
マ
ル
チ
そ
の
ま
ま
、
株

の
あ
っ
た
穴
に
多
年
草
を
植

え
る
。
施
肥
は
し
な
い
。
来

年
、
再
来
年
の
２
回
、
収
穫

し
た
ら
、
２
０
２
８
年
は
カ

ス
ミ
ソ
ウ
栽
培
に
戻
る
。
無

肥
料
の
輪
作
体
系
で
、
資
材

節
約
栽
培
で
あ
る
。
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
は
建
て
る
が
、
屋
根

ビ
ニ
ル
は
被
覆
せ
ず
ス
ソ
に

防
虫
ネ
ッ
ト
を
巻
い
て
防
風

対
策
と
し
、
倒
伏
防
止
の
フ

ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
は
張
ら
な
い
。

　

今
回
、
植
え
た
の
は
ノ
コ

ン
ギ
ク
の
仲
間
の
清
澄
白
山

菊
。
大
岐
の
山
野
に
自
生
し

て
い
る
ヨ
メ
ナ
、
ユ
ウ
ガ
ギ

ク
等
も
種
子
採
取
し
蒔
き
、

畑
で
栽
培
し
て
い
る
が
、
園

芸
種
の
清
澄
白
山
菊
は
今
年

10
月
末
に
中
央
花
き
に
出
荷

し
即
・
完
売
し
た
。
秋
の
風
情

が
感
じ
ら
れ
る
野
菊
で
あ
る
。

　

そ
し
て
キ
ク
科
の
へ
レ
ニ

ウ
ム
。
ア
メ
リ
カ
原
産
、
和

名
は
だ
ん
ご
ぎ
く
。
40
年

前
に
大
岐
で
昭
和
花
き
研

究
会
が
設
立
さ
れ
た
と
き

（
２
０
1
４
年
解
散
）、
境
ノ

沢
の
寄
金
と
み
子
さ
ん
が
栽

培
出
荷
し
て
い
た
品
目
が
へ

レ
ニ
ウ
ム
。
ご
主
人
の
勉
さ

ん
の
湖
南
町
の
実
家
の
庭
に

あ
っ
た
も
の
を
増
や
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
と
黄
色
が
あ
る
。

　

昭
和
花
き
研
究
会
を
解
散

し
農
協
部
会
に
入
っ
た
際
、

露
地
草
花
生
産
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
真
っ
先
に
こ
の

へ
レ
ニ
ウ
ム
の
根
を
譲
っ
て

も
ら
い
、
我
が
家
の
境
ノ
沢

圃
場
に
植
え
た
。
し
か
し
葉

に
病
気
が
で
や
す
い
品
種
で

あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
10

品
種
以
上
、
へ
レ
ニ
ウ
ム
を

試
作
し
、
病
気
に
な
ら
な
い

品
種
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が

で
き
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
、
今
回
植
え

替
え
た
サ
ヒ
ン
ズ
・
ア
ー

リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
で
あ
る
。
オ

レ
ン
ジ
色
の
花
。
そ
れ
と
は

別
に
名
古
屋
の
福
花
園
種
苗

か
ら
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し

て
も
ら
っ
た
黄
色
の
カ
ッ
プ

フ
ァ
ー
プ
ル
ー
デ
ル
も
、
今

回
、
植
え
替
え
た
。
キ
ク
類

は
冬
至
芽
で
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
晩
秋
に
作
業

を
行
っ
た
。

　

新
潟
県
飯
山
市
の
大
規
模

露
地
生
産
の
篤
農
家　

梨
元

茂
さ
ん
（
東
京
大
学
農
学
部

出
身
）
は
ド
イ
ツ
の
種
苗
会

社
か
ら
へ
レ
ニ
ウ
ム
種
子
の

多
品
種
を
輸
入
し
、栽
培
。
現

在
、
栽
培
し
や
す
い
も
の
を

選
定
し
て
い
る
。
２
０
２
３

年
秋
に
訪
問
し
、
そ
れ
ら
を

み
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

私
の
選
ん
だ
も
の
と
は
別
の

品
種
群
で
あ
る
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
露
地

草
花
は
多
年
草
（
宿
根
草
）

３
０
０
品
種
ほ
ど
を
５
株
か

ら
10
株
栽
培
し
無
農
薬
で
栽

培
可
能
な
品
種
を
選
定
し
て

い
る
。

【
連
載
】

昭
和
村
の
歴
史
と
文
化　
～
第
35
回
～

菅
家
　
博
昭
（
大
岐
）
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警察署からのお知らせ

昭和村内街頭犯罪等発生状況
（令和 7 年 10 月末現在）

区　　分 管内 昭和村

街

頭

犯

罪

強 盗
空 き 巣
忍 び 込 み 1
事務所荒らし
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗
オートバイ盗
自 転 車 盗 4
自販機ねらい
車 上 ね ら い 1
ひ っ た く り
部 品 ね ら い
強制わいせつ

街 頭 犯 罪 合 計 0 0
その他刑法犯等 76 4
全 刑 法 犯 82 4

※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、
詐欺、器物損壊などの犯罪発生件数が含

　   まれます。
   ※上記発生件数は、令和 7 年 1 月 1 日から
　   の累計数になっています。

年末年始における事件事故防止活動

　

消防署からのお知らせ

火事・救急・救助は 119 会津坂下消防署昭和出張所　
☎ 57-2119　http://www.119-aizu.jp/

年末・年始特別警戒実施

○なりすまし詐欺・SNS 型投資・ロマンス詐欺の被害防止！
　・国際電話の利用休止の申込み
　・迷惑防止機能を有する機器の導入
　・番号非通知の電話は着信拒否設定
　・留守版電話に設定し、相手を確認してから対応を

大切な家族を事件事故から守るため、「家族のきずなをを深めましょう」

12 月 15 日～ 1 月 15 日まで
　寒さが本格的になり、これからは火の取り扱いが多くなってくる季節です。
　楽しい年末年始を迎えるために４つの注意点を家族みんなで守りましょう！

ストーブの上に洗濯物はダメ！ 給油は火を消してから！

タコ足配線やめて！ 目を離しちゃダメ！

令和 7 年 12 月 10 日～令和 8 年 1 月 7 日まで
　年末年始は、帰省などにより、人の動きが活発になります。
例年、この時期は各種犯罪の発生が懸念されます。期間中、県警察では
関係機関・団体と一体となった事件事故防止活動を推進しますので、皆
さんも被害に遭わないための各種対策の強化をお願いします。

○金融機関・コンビニ等を対象とした犯罪被害防止！
　( 店舗側 )
　・強盗対応訓練を定期的に実施し、自主防犯意識を高める
　・防犯体制を再確認する
　( 住民の皆さん )
　・不審な人や車を見かけた際は、通報をお願いします
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╋ 12 月・1 月の休日当番医 ╋

12月7日(日) 吉川医院

☎ 0242-56-3358 ( 会津美里町 )

14日(日) 平野医院

☎ 0242-83-2243 ( 会津坂下町 )

21日(日) 荒井医院

☎ 0242-83-2224 ( 会津坂下町 )

28日(日) 遠山眼科医院

☎ 0242-83-2011 ( 会津坂下町 )

1月1日(木・祝) 高田厚生病院

☎ 0242-54-2211 ( 会津美里町）

2日(金) 坂下厚生総合病院

☎ 0242-83-3511 ( 会津坂下町）

3日(土) 県立宮下病院

☎ 0241-52-2321 ( 三島町）

4日(日) もこぬま内科消化器科医院

☎ 0242-56-5622 ( 会津美里町）

◆ ◆ ◆ 戸 籍 の 窓 口 ◆ ◆ ◆
令和 7 年 10 月 1 日～ 10 月 31 日受付　

● お 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

今月の届け出はありません

● ご 結 婚 お め で と う ご ざ い ま す

今月の届け出はありません

● お く や み 申 し 上 げ ま す
本名　ヨネ子 さん 90 歳 下 中 津 川
齋藤　テイ子 さん 95 歳 喰 丸

※戸籍の窓口への掲載を希望されない方は届出の際にお申し出下さい。

◆ ◆ ◆ すみれ荘だより◆ ◆ ◆
12 月 10 日 ( 水 )　
14 時 00 分～シニア向け運動教室
　　　　　　( やさしいストレッチ )
18 時 30 分～青壮年 (18 歳～ 70 歳前後 ) 向け運動教室
　　　　　　（ストレッチ＆脂肪燃焼運動）
＊つみきクラブ　毎週水曜日　9:00～ 11:30
( 会場の都合によりお部屋の変更または休止に
なる場合があります。年末年始｟12 月 27 日
～ 1 月 4 日｠はお休みです。)

健康ミニ情報
今月の運動教室の先生おすすめエクササイズ
です！

◆◆◆昭和村の人口◆◆◆
令和 7 年 11 月 1 日現在※住民基本台帳人口

人 口 1,051 人 (－ 5) 出 生 0 人

男 517 人 (－０) 死 亡 3 人

女 534 人 (－ 5） 転 入 2 人

世 帯 数 600 戸 (－３) 転 出 ４人

在宅医療とは

　在宅医療とは、体の具合や病気で病院
に通うのが困難な方のご自宅に、医師や
看護師が訪問して診察や治療をする医療
のことです。お薬の処方、点滴や検査を
したりさらには最期までご自宅で過ごし
たい方の医療やケアを受けることができ
ます。
   住み慣れたご自宅で安心して暮らせる
ように、切れ目のない医療を提供する仕
組みです。宮下病院へお気軽にご相談く
ださい。

奥会津在宅医療センター

【問い合わせ】
TEL:0241-52-2321

FAX:0241-52-3133

こ ち ら の QR
コードからご覧
になれます。→

◆◆◆今月の納税◆◆◆

◎  固定資産税 3 期

◎  国民健康保険税 6 期

◎  後期高齢者医療保険料 5 期

◎  介護保険料 6 期

〔納期限：令和 7 年 12 月 25 日〕



　暑い夏がやっと終わったと思ったら、もう

11 月には雪が降って 1年は本当にあっとい

う間だということを痛感しています。

　今年は、ゆっくり紅葉も見れなかったと後

悔するばかりです。

　ただ、小中学校合同の文化祭を撮影させて

いただく中で、児童・生徒たちの物事にひた

むきに取組み、立派に発表する姿を見て、こ

れからの厳しい冬を乗り越えるパワーをも

らった感じがしました。寒い日が続きますが、

ご自愛ください（う）

皆様からの情報お待ちしております！

　広報しょうわでは、皆様からの情報を

お待ちしております。お気軽に下記まで

お寄せ下さい。

役場 総務課 企画創生係

☎ 0241-42-7717

kikakusousei@vill.showa.fukushima.jp

　11 月 7 日に「第 4 回　昭和村しゃべり場」を開催しました。今回は「自分たちの集落をもっ
とハッピーにしたい！」という熱い想いを語り合う『しゃべり場』になりました。まず、各地
域で様々な取り組みをされている方々のお話を伺いました。
　住民の方々を主体とし “皆で楽しみながら進める地域づくり ”の具体的な内容を紹介してい
ただき、とてもとても感心しました。今回は参加者の大半が移住者でしたので「移住の決め手
はなんですか？」とお訊きしたところ「きっかけは人と人柄。気にかけて声をかけてくれる人
たちがいて、みんな良い人だったから。」と口々にお話されていました。村の魅力は「村の方々
の人柄」であることを再確認することができました。

※「昭和村しゃべり場」で伺ったお話は、昭和村地域福祉
計画・昭和村地域福祉活動計画策定の参考にもさせていた
だきます。
（生活支援コーディネーター：和泉・小林）

地域のしあわせづくり活動紹介「昭和村しゃべり場」

昭和村は交通死亡事故ゼロの記録更新中です。
交通死亡事故ゼロカウンター

日目
（11/26時点）
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